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福島県郡山市における接尾辞ラヘンの新用法 -場所
を示す名詞+ラヘンを中心に-
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図4　名詞の範囲の捉え方の違いによる使用率の変動
なお､トンボのいる位置が明確にわかっているため､本来ならば成立しない文とし
た｢肩ラヘンにトンボがとまっている｣の使用率は最も低いが､それでも30-40%台
の使用率がみられた｡これは､若い世代においてラヘンの用法が拡大していることの
あらわれである可能性もあるが､調査文をみたインフォーマントが､トンボがとまっ
ている位置が明確でないと判断し､｢肩の周辺､あるいは肩という範囲のどこかにト
ンボがとまっている｣という場面を想像した可能性もある｡今回の調査結果のみでは
その点を明らかにすることは困難であるため､本稿で詳細を述べることはしない｡
以上のことを踏まえ､これまでの仮説Iを改め､仮説Ⅱを提示する｡
36 福島県郡山市における接尾辞ラヘンの新用法
一場所を示す名詞+ラヘンを中心に-
仮説Ⅱ :場所を示す名詞+ラヘンの使用には､名詞の示す範囲の捉え方が影響
しており､名詞を､ある一点と捉えるか､それとも一定の空間的広がり
をもつ範囲と捉えるかによって使用率が変動する｡名詞が一定の空間
的広がりをもつ範囲と捉えられてラヘンが名詞自体を漠然と示す用法
よりも､名詞がある一点と捉えられてラヘンがその周辺を漠然と示す
用法の方が使用されやすい｡
/"〟
5-3.仮説Ⅱの検証
本節では､他の用例から仮説Ⅱを確認する｡以下の(7)～(9)は､接尾辞ラヘンに｢真
ん中｣｢上｣｢下｣のような位置を示す相対名詞が上接した用例である｡相対名詞は｢東
北｣｢ベニマル｣等の名詞とは異なり､｢姐聖上｣｢姐旦下｣のような修飾部分が付かない
と意味が明確にならず､その範囲はより曖昧である｡従って､相対名詞は一定の空間
的広がりをもつ範囲として捉えられやすいといえる｡
ノ
ただし､例外的に｢真ん中｣は｢中心点｣のような､より限定された範囲を想像しやす
いと思われるため､(7)は名詞が1つの点として捉えられ､ラヘンがその周辺を示す用
法と考える｡(8)は｢下｣という名詞が一定の範囲をもち､ラヘンが名詞の空間的範囲
自体を漠然と示す用法とする｡(9)も(8)と同様に捉えられるように思われるが､ペン
の欠けている部分を目にし､欠損部分を確定した上で報告している文であることか
ら､ラヘンを用いて｢～(の)あたり｣を示す表現はそぐわないと思われる｡従って､｢肩
ラヘンにトンボがとまっている｣の文と同様の性質をもつものとして考える｡(7)～
(9)の若年層･少年層における``使用する''という回答をグラフ化したものが図5であ
る｡
(7)太郎:どうしたの?
次郎:バットが真ん中ラヘンから折れちゃった｡
(8)太郎:花が枯れてる｡
次郎:でも､下ラヘンはまだ緑色だよ｡
(9)太郎:あ､ペンの上ラヘンが欠けてる!
次郎:本当だ｡
図5をみると､若年層･少年層ともに(7)の｢真ん中ラヘン｣､(8)の｢下ラヘン｣､(9)の
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｢上ラヘン｣の順に使用率が高い｡先述の通り､(7)を名詞が1つの点として捉えられ､
ラヘシがその周辺を示す用法､(8)を名詞が一定の範囲をもち､ラヘンが名詞自体を
漠然と示す用法､(9)をそのどちらでもないものとすると､図5の使用率の推移は､図4
と平行的であるといえる｡
真ん中ラヘン　　　下ラヘン　　　　上ラヘン
･図5　場所の位置を示す相対名詞+ラ-ンの使用率
I
6,まとめ
これまで､福島県郡山市における接尾辞ラヘンの用法とその使用の状況について
記述してきた｡結論をまとめると以下のようになる｡
①接尾辞ラヘンの基本形式である指示代名詞+ラヘンは､世代を問わず使用され
ている｡
②名詞+ラヘンの形式は､若年層･少年層を中心に使用されていることから､接尾
辞ラヘンの新用法であると考えられる｡
③場所を示す名詞+ラヘンには､ i名詞がある一点と捉えられてラヘンがその周
辺を漠然と示す用法､ ii名詞が一定の空間的広がりをもつ範囲と捉えられてラ
ヘンが名詞自体を漠然と示す用法の2つの用法があり､ iの用法の方が使用され
やすい｡
冒頭に掲げた目的は､福島県郡山市における接尾辞ラヘンの使用状況､新しい用法
の特徴を把握することであった｡その目的を踏まえ､本稿では接尾辞ラヘンの新形式
である名詞+ラヘンの存在の指摘と､特に場所を示す名詞+ラヘンの特徴について記
述してきた｡しかし､これは接尾辞ラヘンの特徴の一部でしかなく､また場所を示す
名詞+ラ'ヘンの用法に関しても記述しつくしたとはいえない｡今後は､接尾辞ラヘン

